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ThispaperexaminesShingaku(心 学 ・heartormindlearning)intheTokugawa

period,particularlythatbyKumazawaBanzan(熊 沢 蕃 山 ・1619～1691)andIshida

Baigan(石 田 梅 岩 ・1689～1744)。ShingakuoriginallymeanttheDoctrinesofWang

Yang-ming(陽 明 学),andwaslaterreferredtoSekimonShingaku(石 門 心 学 ・themove-

menuofShingakufoundedbyIshidaBaigan).TheofficiallearningintheTokugawa

periodwasthedoctrinesofChuHsi(朱 子 学)butthoseofWangYang-ming,whichwere

prohibitedinChingDynastyinChina.andYiDynastyinKorea,werepopularherein

Japan.

Inthispaper,ItrytolookcloselyintotheShugi-washo(集 義 和 書)andtheShugi-

gaisho(集 義 外 書),thebooksbyKumazawaBanzanwhorepresentedSchoolofWang

Yang-mingduringtheearlypartoftheTokugawaperiod ,fromtheviewpointofcom-

partitivelearningsofConfucianism,Budhism,Taoism,ChristianityandShintoism.The

principleofBanzan'sthoughtinthesebookswasthatculturalphenomenawouldchange

accordingtotime,placeandman'sstanding.ConcerningIshidaBaigan;Iinquireintohis

thoughtwithmaterialsabouthisprocessofinnerenlightenment .

IalsobrieflyrefertoOshioChusai(大 塩 中 斉 ・1793～1837),arepresentativethinker

ofSchoolofWangYang-mingduringthelatterpartoftheTokigawa .period,.andSato

Issai(佐 藤 一 斉 ・1772～1859)whowascalled"halfbyChuandhalfbyWang" .During

theTokugawaperiod,ConfucianismwaspursuedasaBide .toliveareallifeaswellasa

hopetopinontheworldtocome,intheageofpeaceafterthatofcivilstrife .

はじめに

形よりして言へば,則 ち身は心を
つ た

裏み,心 は身内 に在 り。

道よりして観れば,則 ち心は身を
つ ゐ

裏み,身 は心内に在 り。

(原漢文)

大塩中斉 『洗心洞箚記』から
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x体 験 について,心 学における場合を考え

てみよう。

「聖人の学は心学なり」とは 『陸象山文集』

の冒頭の有名な王陽明の言葉だが,江 戸時代

においては,心 学 とは陽明学の意味で,つ づ

いては石門心学の意味で,時 には朱子学につ

いても言われた。またそのイメージも,プ ラ

スの場合もあ り,マ イナスの場合 もあった。

幕末の陽朱陰王 と言われた佐藤一斉は 『言

志晩録』の中で次のように述べている。

世に一種の心學 と稱する者有 り。女子 ・小

人に於ては寸盆無 きに非ず。然れども要する

に郷愿の類たり。士君子にして此 を學べば,
しづ

則ち流俗に汨み,義 氣を失ひ,尤 も武弁の宜

しき所に非ず。人主誤つて之を用ひば,士 氣

をして怯懦ならしむ。殆ど不可なり。

(原漢文)佐 藤一斉 『言志晩録』から

また一斉 と同時代で,い わゆる大塩平八郎

の乱で火死する大塩中斉は,『洗心洞箚記』

の中で次のように述べている。

た

顧亭林(清 初の学者)心 學の弊を矯めんと

欲し,終 に程子云ふ所の孔門傳授の心法を以
く

て,釋 氏の言を借用 し,酌 むべ き無 きにあら

ずと爲す。而て又た唐仁卿(明 の万歴中の進

士)人 に答ふる書に謂はゆる,心 學の二字は,
い

六經孔孟の道はざる所の語を引いて,以 て心
ざんちく

學 を禪學に竅逐す。是れ其の意を推すに,全

く陽明先生良知の學を惡み,而 て程子に波及
あ カ ゑん

する ものな り。嗟夫,冤 なるかな。而て亭林
いと

獨 り心學を厭ふこと此の如 しと雖 も,古 の大
なん

儒皆此に由つて賢聖の域に入る,則 ち亦奚ぞ

疑はんや。援 進もし亭林の説に惑ひ,心 を廢

して以て書を讀み理を窮むれば,則 ち其の學

ぶ所は特に訓詁文字の末のみ,豈 聖學ならん

や。故に今乃ち試みに大儒の心學の説を擧げ

て以て之を證 し,而 て後進の惑 を破 らん。

(以下略)(原 漢文)

大塩中斉 『洗心洞箚記』から

言 うまでもなく,前 者は石門心学について

考えており,後 者は陽明学について言う。

だが普通に陽明学者 とされる人々の場合も,

必ずしもプラスの意味としない場合もある。

熊沢蕃山は 『集義和書』の中で次のように

述べる。

拙者をも世間には心学者 と申と承候。初学

の時心得そこなひて,み つからまねきたる事

に候へ ども,心 学の名 目しかるべからず存候。

道ならば道,学 ならば学にてこそ有べ く候へ。

いつれと名を付,か たよるはよからず候。漢

儒の訓詁ありたればこそ,宋 朝に理学もおこ

り候へ。宋朝の発明によりてこそ,明 朝に心

法をも説候へ。明朝の論あればこそ,数 なら

ぬ我等ごときも,入 徳の受用を心がけ候へ。

論議は次第にくはしくなりて も,徳 は古人に

及がたし。後世の者,心 は本の凡情ながら,

文学の力にて,た またま先賢の未発の解を得

ては,古 人の凡情なき有徳をそ しり申事,勿

体なき義なり。(以下略)

熊沢蕃山 『集義和書巻一』から

いわゆる石門心学については,石 田梅岩自

身は心学という言葉を使っていない。この言

葉の使用は手島堵庵以降である。

心学という言葉 を広義に用いれば,現 代に

おいても,こ の種の立場は流行 している。そ

れはエマーソン流の唯心論や,潜 在意識なり

深層意識を根據 とするもので,一 例をあげれ

ば,デ ール ・カーネギーの ものや,ジ ョセ

ブ ・マーフィのものなどもまさしくそれであ

る。

現代では,西 欧のキリス ト教社会では,啓

示宗教は少数の人々にだけ支持される傾向は
一層強 くなっている。キリスト教的信仰の中

で,キ リス ト教 に独 自な暗号への態度保留 と,
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その信仰の諸層の中での自然的理性に依據す

ることとなる。もっともこのことは,護 教学

として自然神学を持つカトリックとプロテス

タントで条件は異る。またこのことは,現 代

において後期ス トア学派が求められることと

も共通する。

これと同じ傾向は,時 代は異るが,江 戸時

代初期に儒学が求められた理由であった。そ

れは単に上からの統治の要請のためだけでは

なく,長 い戦乱の時代が終 り,人 々は来世に

希望をつなぐだけでなく,現 世に生 きる指針

として現世的な儒教ないしは儒学を求めたと

言ってよい。

『集義和書 ・外書』から

熊沢蕃山(元 和五年 ・1619～ 元祿四年 ・

1691)の 著書の中で,江 戸時代を通じて最 も

大 きな影響 を与 えたのは,『集義和書』 と

『集義外書』である。それは和文で書かれた

こととも関係するが,荻 牛徂徠の述べるよう

な,当 代の最 も才能豊かな著者が,思 うま・

に考えを述べたものであったからである。

蕃山は当時 としては長命で,爛 熟した元祿

時代にまで生 きた。キリシタンは禁制だった

が,未 だその記億の生々しい時代だった。彼

の父親は島原の乱の包囲軍に加わっている。

蕃山は,仏 教,キ リス ト教,儒 教,道 教,そ

れに神道 も加えて,そ れらを比較 し考察でき

る時代 と立場にあった。

この時代 までの,東 西文明の並行現象は,

しばしば指摘 されるが,西 欧の同時代の思想

家としてはパスカル(1623～1662)や スピノ

ザ(1632～1677)が ある。日本では盤珪禅師

(元和八年 ・1622～元祿三年 ・1690)と は全

く同時代で,度 会延佳,井 原西鶴,松 尾芭蕉

などは蕃山と相前後 して没 している。

蕃山の思想を考えるためには,近 世 日本史

の中での最初の安定期 としての江戸初期 とい

ったものの,社 会的 ・経済的な包括的分析 も

必要となろうが,今 回は,主 として蕃山の学

風の特徴を見るにとどまる。

蕃山の著書の中で,最 も驚かされる点は,

彼が現代のエコロジーの考えをすでに持って

いたことで,こ れは壮年時に岡山藩の治政に

たず さわったことも関係 しようが,17世 紀の

思想家 としては,洋 の東西をとはず,唯 一人

ではなかったろうか。この考えは 『和書』

『外書』(以 下このように略す)の 中で しば

しば述べ られるが,『 大学或問』の中で もま

とめて論ぜ られている。

はじめにテキス トの問題を若干述べてみよ

う。刊行年次不明の初版本の 『和書』があ り,

その中から公刊をはばかれるものを抜いたの

が,同 じく刊行時不明の二版本の和書である。

このはぶかれたものに追加を加えて刊行 され

たのが 『外書』である。この 『外書』の序 に

は 「頗 る世の忌諱をおかせることあればにや,

その徒祕 してこれをつたへず」であったもの

を書肆小山知常が 「そのうずもれんことをお

それて」出版したとある。この 『外書』 とと

もに出版されたものが三版本の 『和書』であ

る。この三版本は,す でに版になって刊行さ

れていたものであろう。それを合せ刊行 した

のが流布本の 『集義和書』 『集義外書』であ

り,『外書』の刊記には宝永六年五月(1709

年)と ある。

『和書』 『外書』については,多 くのテキス

ト上の問題があるが,今 回はそれらについて

の考察は一切省略する。

『和書 ・外書』の流布本は各16巻 で大部なも

のである。その取扱 う範囲は,歴 史,政 治,

軍事,教 育,治 山 ・治水,宗 教,文 化など極

めて広い。書簡の問いに返書で答えるもの,

また問と答からなるもの,論 考や図解など,

そのスタイルもさまざまである。

また私 どもが漠然と江戸時代の思想家から

考えられるものと,問 題のとり上げ方がかな

り異る。それは不思議なくらい自由であり,

文明史家ないしは文明評論家としての蕃山の
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目は時代 をこえてお り,し ば しば現代に通ず

る。

今回 は 『和 書』 『外書』 の 中の,儒 教,仏

教,キ リシ タン,道 教,さ らに神道 について

述べ る部分 を考察す るにとどまるが,そ の際

に蕃山は 〈時 ・処(所)・ 位〉 とい う立場 か

ら考えを進 める。

はじめに,蕃 山の理論的立場をよく示す部

分を見ておこう。

来書略。万物一体といひ,草 木国土悉皆成

仏 と云うときは,同 じ道理の様に聞え候。

返書略。万物一体とは,天 地万物みな太虚

の一気 より生 じたるものなるゆへに,仁 者は,

一草一木をも,其 時な く其理なくてはきらず

候。況飛潜動走のものをや。草木にても,つ

よき日でりなどに,し ぼむを見ては,我 心も

しほる ・ごとし。雨露のめぐみを得て青やか

にさかへぬるを見ては,我 心 もよろこばし。

是一体のしるしなり。しかれども,人 は天地

の徳 ・万物の霊といひて,す ぐれたる所あ り。

た とへば,庭 前の梅の根の土中にか くれたる

は太虚のごとく,一 本の木は天地のごとく,

枝は国々のごとく,葉 は万物のごとく,花 実

は人のごとし。葉 も花実も一本の木より生ず

といへ共,葉 には全体の木の用なし。数有て

朽ぬるばかりなり。花実はすこしきなりとい

へども,一 本の木の全体 を備へ し故,地 に植

ぬれば又大木となりぬ。かくのごとく,万 物

も同じく太虚の一気より生ず といへども,太

虚天地の全体を備ることなし。人は其形すこ

しきなれ共,太 虚の全体ある故に,人 の性に

のみ明徳の尊号あり。故に,人 は小体の天に

して,天 は大体の人といへ り。人の一身を天

地に合せて,少 しもたがふ事なし。(中 略)

万物一体 とはいふべ し,一一性 とは云 うべから

ず。万物は人のために生じたるものなり。我

心則太虚なり。天地四海も我心中にあり。人

鬼 ・幽明うたがひなし。堯舜の道は,人 倫を

明かにするにあり。故に他の道を学びむこと
し らず

をねが はず。仏法 の事 は我不識。(『和書 ・巻

一』)

大虚を植物の根にたとえる部分などは,師

の中江藤樹(1608～1648)の 考えをうける。

蕃山は藤樹の時処位の考を学び,ま たそれに

より藤樹をこえている。

藤樹は 『翁問答』の 「上の末」の問答の中

で稲の生育を例 として時処位について説明し

ている。蕃山の藤樹の影響は大きいが,蕃 山

の考えは藤樹 とは同じではなく,と くに晩年

の藤樹の考えはとらない。

心友問。先生は,先 師中江氏の言を用ひず

して,自 の是を立給へるは,高 慢也と,申 者

あり。

云。予が先師に受てたがはざるものは実義

也。学術言行の未熟なると,時 ・処 ・位に応

ずるとは,日 をかさねて熟 し,時 に当て変通

すべ し。予が後の人も,又 予が学の未熟を補
かなわざる

ひ,予 が言行の後の時に,不 叶 をばあらた

むべ し。大道の実義にをいては,先 師と予 と

一毛 もたがふ事あたはず。予が後の人も亦同

じ。其変に通じて民人 うむことなきの知もひ

とし。言行跡の不同を見て同異を争ふは道を

知ざるなり。(『和書』巻十三)

藤樹 も蕃山 も,普 通 に陽明学者 と言われる

が,陽 明学のわ く内には とどまらない。

西 欧 と中国 を比較 した場合,ア ルベ ル トゥ

ス ・マ グヌス と トマス ・アクィナスは二程子

と朱子 にあた り,ル ター(1483～1546)と 王

陽明(1472～1528)は,ま さ しく時代 も同 じ

で先行 のオン トロギー中心 の思想への批判者

として現 われ,実 存 の問題 を取扱 う。

時処位の考 え方 は,現 象 と本体 とを分 け,

現 象 の比較の上で,時 間的経過や風土論,さ

らにマ ックス ・ウェーバ ーの言 う階級 と身分

とを含 めた人 間の問題 な どを考 えようとす る。
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また日本では,易 簡であることが重要である

と説 く。(易簡とは易経繋辭伝の語)

時間的経過の弁証法としては,後 に富永仲

基(1715～1746)の 加上 という考えが現われ

るが,粗 い面 もあるが他の要素が加わるので,

蕃山の時処位の考えの方の適用範囲は広 く,

その考え方は加上に引きつがれる。

蕃山は時処位の考えに立って,道 と法とを

分けて考える。

道と法 とは別なるものにて候を,心 得ちが

ひて,法 を道と覺えたるあやまり多 く候。

法は中國の聖人といへ ども代々に替 り候。

況日本へ移 しては,行 がたき事多 く候。(『外

書』巻三)

今の學者の道とし行ふは多は法なり。時處

位の至善に叶はざれば道にはあらず。しかの

みならず,今 の法に泥みたる學者は,仁 義を

しらず。爭心利害の凡情逞 く,只 己が氣質の

近きが爲に,事 を勤め,法 を用ひ,經 學の文

理をいふ を以て道者な りとお もへ り。(『外

書』巻三)

時所(処)位 の至善をしらで,た"に 聖賢

の跡によるは,聖 賢の能狂言をするがごとし。

(『外書』巻三)

道は大路のごとしといへ り。衆の共による

べ きところ也。五倫の五典十義これなり。一

文不通の人 といへども,そ の實は學者にまさ

りたるあり,天 にうくる處なればなり。(『外

書』巻十)

儒教一般,ま た陽明学 ・心学についての考

えを見てみよう。

問。先 生 の論 は陽 明子 の伝 に似 た り。朱

子 ・王子,格 致 にをいては黒 白のたが ひあ る

ことはいカ・"o

答。愚は朱子にもとらず,陽 明にもとらず,

た"古 の聖人に取て用ひ侍るな り。道統の伝

のより来ること,朱 ・王共に同じ。其言は時

によって発する成るべ し。其真にをいては符

節を合せたるがごとし。又朱 ・王とても各別

にあらず。朱子は時の弊をたむべ きがために,
わきまう

理を窮め惑を 弁 るの上に重 し。自反慎独の

功なきにあらず。王子 も時の弊によって自反

慎独の功に重 し。窮理の学なきにあらず。愚

拙,自 反慎独の功の,内 に向て受用 と成事は,

陽明の良智の発起に取,惑 を弁るの事は,朱

子窮理の学により侍 り。朱 ・王の世、学者の
かへ

まどひ異なり。地を易ば同じかるべ し。窮理

とて事々物々の理 と空にいひては人のうたが

ひあり。たf学 者の心のまどひある所の事物

によつて其理を窮るなり。されば,是 は初学

の時の事なり。大意心に知得すれば,い まだ

不弁不知の事,千 万の事物前に来るといへど

も,ま どふべきことなし。異学の,一 代,心

を尽 くす悟 りといふものは,聖 学にをいては,

力おもいれず心をも労せず して,遊 びながら

得ことなり。(『和書』巻八)

学者間。心学おこりてより儒学実におもむ

き,諸 儒の思ひ入かはりたり。た"儒 のみな

らず,近 年禅学のはやり侍ることも,心 学に

目をさまし教やうよく成たる故なり。扨儒学

は日々におとろへ,禅 学はいよいよひろごり

侍 り。 しかれば,心 学は禅のさきがけとなれ

り。遠 き慮なしとそしり侍る者あり,い かん。

云。 しかるにあらず。世は次第に文明にな

れり。唐にても,初 は仏流わかれてひろまり,

しかも,他 は次第におとろへて,た"禅 学の

みのこれり。日本も後はさ様に成行なん。そ

れ人は易簡なる事により易 し。一向宗ほど易

簡なる立法なければ、これに帰する者多 し。

浄土 ・日蓮も,後 は一向の易簡に習てひろく

成ぬ。近年文明にしたがって,地 獄 ・極楽等

の説を信ずる事うすし。これより後はいよい

よさあるべ し。禅宗はむつか しき事なく易簡
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に教て,し か も悟 りとて,さ のみ後生の地獄

にか ・はらず。これ文明の時にあへ り。今の

禅は愚夫愚婦のよらん事 を欲 して妙を云う。

これ利心なり。祖師の伝来にそむけり。この

事な くばいよいよ盛にな りて,他 宗は皆 をさ

れつべ し。(『和書』巻十一と 『外書』巻九)

道を見るものは生死を以て心を二にせず,

人の身の心の中に生れ出たるは,魚 の水中に

生じたるがごとし。魚の出來たるために水 ま

さず。魚の死するが故に水減ぜず。死生共に

水は常の水なり。其ごとく,此 身の生死とも

に心は常の心なり。春夏秋冬則我心なり。心

の中に此身の生出たるは,大 虚の晴天にうき

雲の一むら出たるがごとし。死するは其雲の

きゆるがごとし。身死すれば此形に付たる情

欲の心はなくなる也。氣は今も天地とひとつ

なり。天にかへるまで もな く,今 よりひとつ

なり。形は今 も地上にあ り。死すれば土中に

うつみて,土 とひとつになる道理なり。氣は

たとえば水のごとく,身 はたとえば舟のごと

し。氣の有故に身 もうきてあ りくなり。死は

氣と形とはなる ・なり。はなれては地にたを

る・ことはりなり。水つきては舟すはるがご

とし。氣のあつまりて,人 の形をなしたる所

には數あるなり。數のつ くるところ死と成な

り。晝一日うごきはたらけば,動 の數きはま

りて寝たくなると同じ。數より前にも鼻口を

ふ さぎて息をつむれば,死 するは氣 とはな

る・故なり。何の別事 もなきに,釋 迦といふ

いたづら者が,い ろいろの僞をいひて,多 く

の人をまどはせたるものなり。此まよひある

によりて,生 て明かになきものは,死 する時

にもまどひて,心 安 くは得死せざるほどに,

生て明らかなるものは,死 して安 しといひた

るなり。生死 を昼夜 と同じく見て,何 心なく

死することなり。(『外書』巻九)

「釈迦 とい ういたづ らものが」 とは改 めて述

べ るまで もな く,一 休の狂歌 によっている。

一休の影響は
,蕃 山と同時代の盤珪の道歌に

もあ り,ま た後に述べる石田梅岩にも現われ

ている。

蕃山の仏教についての考えは当時の儒者と

してはきびしい方ではないが,死 についての

考え方が,儒 と仏教やキリシタンとは違うと

説 く。

來書略,生 死は人の常の理なり,し かるに

三年の悲哀は甚す ぎたるがごとし。貴老は三

年の喪をなし給はんか

返書略,古 人の悲哀は死をかなしむにあら

ず,別 をかなしむ也。こ・に行べ き義理あり

て奥州へ行 く人あらば,父 兄ともにすすめて

行 しむべ し。しかれども旅立の朝は必ず泪を

もよほすべし。これその奥州に行 を嘆 くにあ

らず,し ばしの別を惜 しむなり。死生は天地

の理なり,何 ぞ死をおしまんや。只一生の別

をかなしむな り。(『外書』巻一)

死生は昼夜の道なり,命 をおしむべからず,

死を哀 しむべからずは理なり。然れども別を

なげくは人の情なり。(『外書』巻十六)

我仏學せざれども,形 容行跡をみて其心を

しれり。 しばらく吾子がためにこれをいはん。

仏學流多 しといへ ども,天 台 と禪とすぐれた

り。天台は高妙な り。仏學のくはしきこと,

禪にまされ り。 しかれども心に惑あ り。禪は

學あらけれども,ち かく心法に本付て要 を得

たり。惑なきがごとくなれ共,實 はまどへ り。

問,ま どふ所はいかん。云,仏 氏の學 は死を

畏る ・によれ り。故に是を云てやまず。禪さ

とれりといへども,死 を畏る ・より悟 りを求

む。聖學の徒,死 生を昼夜 とす。常なれば畏

るべ き所な し。故に死 をいはず(『外書』巻

八)

むかしの禪は,悟 道の機有者ならねば,あ

一22一



へ しらひもせざりしときく。今の禪は大名富

人にてだにあれば,い かやうの惡人にも,悟
ヘツラ

道をゆるし諂 へ り。昔の禪は,後 生のまど

ひをはらしき。今の禪はまどはぬ者をもまど

はす也。さとりだにすれば,何 をしてもくる

しからず といひて,歴 々大身の心を亂ぬれば,
ヲゴリ ムナシク

婬亂にながれ,奢 を樂て,百 姓を 虚 し,

諸士をくるしめ,文 武の家業を忘れ,人 君の

心行なし。是亡國の相なり。如此のあ しき教

なくては,禪 者のかくのごとく多 して,時 を

得と云事はなきこと也。いひわけせよといへ

ば,禪 者面を赤 くして不言 『外書』巻九)

造化輪廻ならば,我 又仏と成べ し。 しかれ

共輪廻の理なし。(『外書』巻六)

天道は至善也。何の惡ありて,地 獄國をな

さむや。(『外書』巻三)

ではキリシタンについては,蕃 山はどのよ

うに考えているのだろうか。

吉利支丹 日本を望こと久し,亂 世を待て取

ことあるべ し。又 日本の内にて,吉 利支丹の

ごとくなる佛者あり。大方勢力天下をのむに

いたれ り。法王などいひて,佛 者の天下を取

ことも侍るべ し。然 ば一旦は國俗禽獣のごと

く成べ く候へども,亂 世のみにして安 こと侍

らじ。 しからば己が非 を悔て,道 をおもふべ

し。陰極て陽を生ずるの時至るべ く候。佛者

後世といふ僞を信 じ,其 まよひの心を本とし

て,吉 利支丹 もおこり候へば,吉 利支丹のひ

き入は佛法にて侍 り。(『外書』巻二)

後世と輪廻を立ていふときは,吉 利支丹は

後生の手だて も,仏 者よりは上手也。理を云

事 も,仏 道よりはまされり。仏道の力を以て,

ふせ ぐべ き事かたし。今の儒法は,天 下國家

の政道 となるべからざれば,終 に一流と成て,

吉利支丹の爲に失はるべし。(『外書』巻十)

北狄は外邪なれば治 し易 し。吉利支丹は内

病なれば治しがたし。此内病の生ずる根本は,

人々のまどひと,庶 民の困究によれ り。迷と

け困究やまば,根 を絶つべ し。仏法の後世の

す ・めにたよりて,そ れよりまさる法を作て

みちびくなれば,後 世のす ・めは吉利支丹の

より所也。(『和書』巻十一と 『外書』巻八)

さらに道家および道教について,は

心友問,世 の學者のいへるは,貴 老の道學

は老荘の道に近 し,法 は道にあらずと云てよ

り給はず。いにしへの法の今に用べきものあ

り。其格法の中に,道 をのつから禺せ り。貴

老は聰明の質なるに,異 端に落給ふはあたら

事也。我學に入ば,世 の助となるべき人なり

との事也。答云,ま ことに過分なるひはん也。

今の朱學と哉らんにて,後 世に道おとり,天

下平治せば何かあらん。れきれき道學を任ぜ

らる ・人々あるときけば,予 がごとき者なく

とも,何 か事かけ侍らん。予が見る所非なら

ば,予 一人むなしからんのみ。みつからをし

からぬ身也。人何ぞをしまん。予が見る處は,

今の王學朱學,格 法などいふものは,たf一

流の學たるべ し。後世は今 よりも多なるとも,

其流 に器用なる人のみ集 り,禪 宗律僧などの

世にあるごとくにて,治 國平天下の教とはな

らじ。もし國主世主など。すこし用給は"少

害あるべ し。多用給はf大 に害あるべ し。予

が學は格法より見る時は大簡にして,老 荘の

流に似たり。政教にほどこし,天 下に用いる

時は水土によるの道ならんか。もし王者あら

ば,必 ず法をとらんか。是ならば大に是なら

ん,非 ならば大に非ならん。其人を待のみ

(『外書』巻十)

朋友問て云。江西の学者,感 応篇をよみ,

又誦経の威儀 をつとめたりときく。世人これ

を笑ふ者あ り。まことなるか。
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答云。まことな り。細工の しならひにはけ

づりそこなひおほく,馬 の乗ならひには度々

落るがごとし。聖賢伝受の心法の師なくて,

中江氏初てさまざまに心をね りて試 られき。

心法の受用 にたよりあるべきことは,ま つ取

て受用 してたすけとせ り。ふたつのこと全 く

よしとはおもはれざりしかど,志 のきどくな

る所あるは誦経の威儀なり,凡 習の過悪をこ

まかに記 したるものは感応篇なり。こ・を以

て,し ばらく用 られた り。紙捻 して一日の過

をむすび,善 をなしたることもありき。皆細

工初にて,事 はよからざりしかども,志 はよ

か りしかば,悔 べからず。されど,人 倫 にを
か くのことき

いて 如 此 の事あるべからず。志は殊勝なれ
もちいざる

ど も,異 端 の流 にまがふ故 に,我 は不 用 な

り。(『和書』巻十)

心友問て云。聖賢も又静坐あ りや。

答て云。静坐あ り。孔子閑居 し給ふ時は,

申々如たり,夭 々如たり。心主なき時は必ず

散ず。故に忠信を主とす。これを意を誠にす

とも云。人欲の妄は問思雑慮と成ぬ,偽 なり。

其意を誠にする時は,忠 信主と成て天理流行

す,空 々如た り。故に呼吸の息はいた"き よ

りくびすに至 り,体 ゆるやかに色温なり。是

静坐の至な り。心に妄ある時は息喉 よりかへ

る。心誠なる時は臍の本より出。養生の術も

亦こ ・にあ り。是故に養生家には呼吸の息を

かぞふることあり。内に主を立れば心ちらず。

精神内に守て気血順流す るのを初学 とす。

(『和書』巻九)

「感応篇」 とは 「太上感応篇」のことで道教

の善書(勧 善書)と よばれるものである。天

仙になるためには1300の 善を,地 仙になるた

めには300の 善を行はなければならないとす

る。また養生家とは道教の服気 ・吐納などの

養生術を行うものをさす。

道教についての知識は,和 刻本の 『列仙全

伝』が慶安三年に刊行 されているので,予 想

される より多か ったのではないだろうか。

では蕃山の神道についての考えはどうだっ

たのだろうか。

儒道 といふは,道 のすたれたる名也。大道

には名なく定法なし。天地の神道は,時 に中

して行はれずといふ處なし。た"天 理の誠の

みを立て,事 と法 とを必とせず。(『外書』巻

十)

我は聖學をすれども,儒 に着せず。俗學の

いや しきをも見たり。朱學 ・王學等の費へ も

しれ り。すべて取べきと思ふ學なし。天地の

神道を大道と云,我 國には日本の水土による

の神道あ り。大道は名なけれ共,我 國の道な

れば,や むことを得ずとしてとらば,神 道を

とるべ し。(『外書』巻六)

日本の水土によるの神道は,も ろこしへ も,

戎國へも,か す事あたはず,か る事不能。唐

土の水土によるの聖教 も,又 日本にかる事不

能,か すことあたはず。戎國の人心によるの

佛教 も又 しか り。文字器物理學はかるべ し,

かすべ し。天地を父母 として生れたる人なれ

ば,中 國 ・日本 ・戎蠻 ・北狄の人 も,皆 兄弟

也。父たる天は一大にして二なく。地のかは

りは腹々の子のごとし。(『外書』巻十六)

藤樹にも蕃山にも神道については二つの意

味がある。第1は,よ く知 られるように神道

という言葉の初出と関係するものある。『周

易』巻六の觀の彖伝に述べる 「天之神道を觀

て四時戍(た がわ)ず,聖 人神道を以て教を

設け,而 て天下服す」から来る意味である。

第2は,そ れが現実に日本で行なわれた,ま

たは行なわれる場合の意味である。

蕃山は 『和書』『外書』の中でも日本の神

道について述べるが,『 大学或問』ではより

まとめ述べているので,関 連部分を引用 して
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お こう。

或問。神道の再興すべ き事いか"。

云。今世間に神道といへるは,昔 の社家の

法な り。神道にはあらで神職の人の心用ひの

作法なり。それを潤色 して,神 書 とし,神 道

とす。日本紀を第一とすれども,漸 く陰陽 ・

大虚の皮膚をいへるのみ。其外の祓などは,

神代上下にも及ばず。日本の神書 とすべ き書

は見えず。唯三種の神器のみ,此 国の神書な

り。上古は文字もなく,書 もなし。心の知 ・

仁 ・勇 を三種の象により示 し給へ り。(以下

略)『 大学或問』から

蕃山にとって,第2意 味で神道は理念 とし

ては存在するが,そ れが現実の神典 としては

示 されていないわけである。

富永仲基は 『翁の文』の中で 「仏道のくせ

は幻術 なり」「儒道の くせは文亂な り」 とし

「神道の くせは,神 祕 ・祕伝 ・伝授にて,只

物をか くすがその くせなり」とするが,こ の

ことは理念としてのみ存在すること,ま た祭

りという方法論だけが伝えられることとも関

係 しようか。

仏教についての批判的主張をいくつか引用

したが,当 代の儒学者 としては,蕃 山は寛容

な立場である。それは時処位によって考える

彼の立場によっていよう。いわゆる三教一致

についての次の意見は,蕃 山の立場 を最 もよ

く示す。

地の子な り。皆兄弟にて候へども,或 はみる

所の異により,或 は世にひかる・すぎはひに

よりて,さ まざまにわかれ申候。儒といひ仏

と云見を立ればこそ,た がひの是非 もあれ。

何れの見をも忘れて,た"兄 弟たる親みばか

りにて交 り候へば,あ らそふべ き事なく候。

こ・に職人の子共兄弟あ りて,一 人は矢の根

かちとな り,一 人は具足屋となりたがるごと
ヨロイ

し。矢をと"む べ き,甲 をぬ くべ きの争あ

らば,東 西各別の他人なり。本の兄弟の親 し

みのみ見時は,職 は各別にして,争 はあるま
もうすべく

じく候。これはす ぎはひ故とも可 申候へど
ス キ

も,食 物 にも兄弟各数奇 きらひある事 なれば,

味 をあ らそひ候 とも,各 の口のひ く所 は一致

にはなる まじく候。(『和書』巻一)

蕃山の諸宗教に対する考えを見てきたが,

さらにい くつか興味のある言葉を引用 しよう。

日本は則文字にも日の本とかきて陽國なり。

小國なるは陽のわかきなり。故に此國の人は

悦び多して哀び少 し。祭は吉禮にして悦也。

故に日本の人これを好め り。いにしへ も祭禮

のみ精しかりしゆへに,今 にのこりてあるは

祭祀な り。(『外書』巻十六)

世はいまだ末世にあらず。今を上代 となし

て,万 歳を末世になさんも此方次第にて候。

今をよく改れば,中 興の上代 に成 申事也。

(『外書』巻二)

来書略。仏をそしるは無用の事な り,た"

己が明徳を明かする事をせよ,と うけたまは

り候は,尤 至極に存候。争なくて居候はf,

三教一致 と申も罪あるまじく候や。

返書略。一致にてもなきものを,一 致 と虚
もうすべきよ う

言可 申様 もなく候。其上,一 致は争の端也。

同じ仏道の中にてだに,各 の異見を立て相争

ひ候。別は別にしてあらそはざれば,い つま

でも難なく候。仏者も天地の子な り,我 も天

最後にもう一つだけ,蕃 山が今 日風に言え

ば人間の潜在意識なり深層意識に似た考え方,

但 し陽明学風に致良知の考えによるものだが,

その部分 を引用 しておこう。

來書略,眞 言を授唱て虎狼どくじゃのくち

をまぬかれ,魔 所をものがれたりといふため

し多申傳候。いか"

返書略,そ れは眞言の力にはあらず,不 動
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心の力なり。生付臆病なる者は,空 海が大事

の傳授の眞言を教候 とも甲斐あるまじく候。

生付けなげにて愚痴文盲なる者に,大 事の眞

言と名付て,草 木の聞 しらぬ名 どもを聲に

つ"け,を しへ候は",い か樣におそろ しき

所 をも遁れ申べ く候。人は万物の靈なる故に,

心だにうこかず候へば,何 ものも害する事は

ならぬ ものにて候。(『外書』巻二)

蕃 山は 『和書 ・外 書』 の書 かれた意味 につ

いて,次 の ように述べ る。

愚がかな書も,無 學不文字の者の,吉 利支

丹にまどはされぬほどの盆には成べ し。天地

文明の運と見へ侍れば,百 歳の後は文學盛な

るべ し。かな書などはみる人 も侍らじ。た"

二三十年の間の助 とするのみ。今も經傳をみ

る人のために用なし。やはらげて無學の者の

ためばか りな り。(『外書』巻九)

て もな く候。(『和書』巻二)

大部な 『和書』『外書』の中から,か ぎら

れたテーマについて,ご く一部を引用 したに

とどまった。江戸時代を通 じての影響 といっ

た点で,蕃 山は忘れることのできない重要な

位置にある。

石田梅岩のx体 験
『石田梅岩全集』には45首ほどの道歌ないし

は和歌が収められているが,そ の中からいく

つかをあげてみよう。

・賤 ノ女 ノイタ ・ク桶 ノ底 ヌケテ

水 タマ ラネバ月モヤ トラズ。

・生 れ子 の初声あ け し其頃の

こ ・うな き身 にけふ も暮 しつ。

・父母 の戀 しく思ふ其時は

身をなて ・しれ はたのぬ くもり。

予が和書 は,人 情時變をしるに便あらん事

を思ふな り。(『外書』巻三)

岡山藩を致仕 した後,時 には幽閉の身では

あったが,蕃 山は自由人であった。蕃山の名

声は天下に聞えていたが,蕃 山は心友はいる

が弟子はいないとする。

拙者には弟子 と申者は一人もなく候。師に

成べき芸一 としてなき故にて候。医者の医業

をならひて一生の身をたつるか,物 よみの博

学を学て物 よみを産業として一生をおくるか,
さて

扨は出家などの,其 宗門をつぎて寺を持など
かなわざる

するは,を のつか ら師弟の契約なくて不叶

事に候。(中 略)医 者 ・出家などのごとくに,

師弟の様子はなく候。た",本 よりのまじは

りにて,志 の恩をよろこびおもふのみな り。

我等,道 徳の議論をしてあそび候心友も,又

かくのごとし。心友なるが故に,た がひに貴
ぞんぜず

賤 をば忘る ・事に候。全 く師と不存,弟 子に

これ らは,思 いつ くま ・に引用 した ものだ

が,第1の もの は一休 や盤珪 の ものを連想 さ

せ る。第2の もの もそれに近い。第3の もの

は梅岩独特のや さ しさが示 される。

石 田梅 岩(貞 享2年 ・1685-一一延 享1年 ・

1744)の 悟 道 につ い ては,彼 自身が 書 いた

『都 鄙問答』 や 『梅 岩語録』
,ま た弟子達 に

よって編 まれ た 『石田先生事蹟』 などに書 き

残 されている。重複する部分 もあるが,い ず

れ も興味のあ るものなので三つ とも引用 して

お こう。

第1は 『都鄙 問答』巻 の一 に書かれた もの

である。

我何方ヲ師家 トモ定メズ,一 年或ハ半季聞

巡 トイヘ ドモ,我 初心 ト愚昧ノ病ヨリ,此 ゾ
カナヘ

ト心 定 ラズ。心 二 合 ル所 モナ ク年月 コ レヲ

歎 シニ,或 所二隠遁 ノ學者 ア リ。此人二出會

物語 ノ上,心 ノ沙汰二及シ所,一 言 ノ上ニテ

先 ニハ,早 速 聞取 テ,「 汝ハ心 ヲ知 リ ト思 ラ
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イマダシラズ

メ ド,未 知 。學 ビシ所雲泥 ノ違 アリ。心 を

知 ラズ シテ聖 人 ノ書 ヲ見 ルナ ラバ,『 毫釐 ノ

差千里 ノ謬』 ト成ルベシ」 ト云ヘ リ。然 レ ド

モ,我 云 コ ト先方へ聞ヘザルユヘニ,斯 申サ

ル ・ト心得テ,幾 度モ論議 二及 トイヘ ドモ,
マスマス

肯 フ氣色見ヘズ。我 盆 ガテ ンユ カズ。或 時

彼 人 ノ云,「 汝何 ノ爲二學問致シ候 ヤ」。答 テ

云,「 五倫五常 ノ道 ヲ以テ,我 ヨリ以下 ノ人

二教 ンコ トヲ志」 ト云。彼人 ノ云,「 道ハ 道

心 ト云 テ心 ナ リ。 『子 日,温 故而知新,可 以

爲 師矣』。故 トハ師 ヨリ聞所,新 トハ我發 明

スル所ナ リ。發明シテ後 ハ學所我二在 テ,人

二應 ルコ ト窮ナ シ。此 ヲ以テ師 ト成ベシ。 然

ル ヲ汝心 ヲ知ザ レバ,自 迷居 テ,且 他 モ迷 セ
タク

度候 ヤ。心バー身 ノ主ナ リ。 身ノ主 ヲ知ザ レ

バ,風 來者ニテ宿ナシ同前ナ リ。我宿ナ クシ

テ,他 ヲ救 ン ト云ハ覺 束ナシ」 ト云 リ。我 見
アタル

識 ヲ云 ン トス レドモ,「 卵 ヲ以テ大石 二 當 」

ガ如 シ。言句吐 コ ト不能。此 二於 テ茫然 トシ

テ疑 ヲ生 ズ。實二得 タル コ トハ疑ナキ者ナ リ。

然二疑 ノ發ハ イマ ダ得ザル ト決定 シ,夫 ヨリ

他事心 二不入,明 暮 「如何 々々」 ト心 ヲ盡,

身 モ勞,日 ヲ過 コ トー年半計 ナ リ。折節愚母

病氣二附,廿 日餘看病セ シニ,其 坐 ヲ立出ケ

ルガ,其 時忽然 トシテ疑晴,煙 ヲ風 ノ散 ヨリ

モ早シ。 「堯舜 ノ道ハ孝弟而巳」。魚ハ水 ヲ泳,

鳥 ハ空 ヲ飛。詩云,「 鳶飛戻天,魚 躍于 淵」
アキラカ

ト云 リ。 道ハ 「上下 二 察 ナ リ」。何 ヲカ疑

ハ ン。人ハ孝悌忠信,此 外子細 ナキコ トヲ會

得 シテ,二 十年來 ノ疑 ヲ解。 コレ文字 ノス ル

所ニ アラズ,修 行 ノスル所ナ リ。

日。其 子細 ナシ ト會得 セル トハ,如 何ナ ル

コ トゾ。

答。此 會得 セシコ トハ言 ガタシ。然 レ ドモ
ナド

譬 ヲ以テ其趣 ヲ語 ン。或ハ證文,印 判抔 ノ類,

入 用 ノ時,器 ヲ視共不見,又 外 ヲ尋 レ ドモ不

見,今 日モ尋明 日モ尋,又 餘 日モ尋 レ ドモ不

見。見 ヌニ附疑 ヒ起 リ,取 レハセ ヌカ,證 文

ナ ドハ,反 古ニマギ レテ遣ハ セヌカ,落 ハ セ

ヌカ ト,種 々二疑 ヲコルモ ノナ リ。餘 リ見 ネ

バ最早是非ナ シ ト思 ヒ,他 ノ用事 アツテ取マ

ギ レ居 トキ,忽 然 ト思 ヒ出コ トアリ。思 ヒ出

ハ,コ レモ文學 ノ及バザル所 ナ リ。其時ニ コ

ソ,前 二盗 レヤセ ン,落 ヤセ ン ト思 ヒシ疑モ,
ハル エ

忽 二 晴 ナ リ。心 ヲ知 モ其如 ク,闇 夜 ノ忽二

明,天 照然 トシテ明カナルガ如 シ。

『都鄙問答』か ら

次は 『石田先生事蹟』からの引用である。

先生三十五六歳の頃まで,性 を知れ りと定

めゐたまひしに,何 とな く其性に疑ひおこり,

是 を正 さんとて,か なたこなたと師を求めた

まへ ども,何 方にても師とすべ き人なしとて,

年,月を歴給ひしに,了 雲老師にまみえ給ひ,

性の論に及び,先 生みつからの見識を言はん

としたまふに,卵 をもって大石にあたるがご

とく,言 句を出し給ふことあたはず,爰 にお

いて悦服 し,師 として事へ給へ り。其後は日

夜他事なく,い かんいかんと心を盡 し,工 夫

し給ふ事,壹 年半 も過ぎける頃,母 病ひに臥

給ふ故,故 郷へ行 きたまへ り。其時先生四十

歳ばかりなり。正月上旬の事なりけるが,母

の看病 し居たまひしに,用 事ありて扉を出で

たまふとき,忽 然 として年來のうたがひ散じ,

堯舜の道は孝弟のみ,鵜 は水を泳り,鳥 は空
あきらか

を飛ぶ,道 は上下に 察 なり。性は是天地萬

物の親と知 り,大 いに喜びをなし給へ り。其

後都 にのぼり師にまみえたまひ,禮 終 りて,

師工夫熟せるやと問ひたまふ。先生對ふるに,

如是如是といひて,き せるにて空を打ちたま

ひければ,師 曰く,汝 が見たる所は,有 べか

か りの しれたる事なり,盲 人象を見たる譬の

ごとく,あ るひは尾を見,あ るひは足をみる

といへども,全 體を見ることあたはず,汝 我

性は天地萬物の親と見たる所の目が殘 りあり,

性は目なしにてこそあれ,其 目を今一度はな

れきたれとあ りければ,先 生それより又 日夜

寝食を忘れ,工 夫 したまふ事,一 年餘を經て,

ある夜深更におよび,身 つかれ臥したまひ,
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夜の明けしをもしらず,臥 しゐ給ひしに,雀

のな く聲 きこえける。其時腹中は大海の靜々

たるごとく,ま た晴天の如し。其雀の啼ける

聲は,大 海の静々たるに,鵜 が水を分けて入

るがごとくに覺えて,そ れより自性見識の見

を離れ給ひしとなり。

『石田先生事蹟』から

この部分については,会 席での問いに答え

たものとして,自 筆のものがある。

問。自性大ナル事如何。

天ノ原生デ野原ノ嫁取 レバ生出ス孫子我れ
ヤシナフ

ト 育 。
オモン

ツラツラ以 見 レバ,吾 レ道二志ス ト云ヘ ド

モ他二勝タル愚知ナレバ四十ノコロマデハ道
タテヨコ

ト云フ物ハ如何ナル物 ト直横 ノヤウスヲモ知

ラズ。或時古郷二在シ時,正.月 上旬二用事ニ

ッキ門二出ルコト有シニ忽然 トシテ開ク。其

ノ時アヲギ見レバ鳥ハ空ヲ飛 ビ,フ シテ見レ

バ魚は淵二躍ル。自身は是レハダカ虫,自 性

ハ是 レ天地萬物ノ親 ト知リ,喜 悦誠二大ナリ。

天ノ原生シ親マデ呑盡シ自讃ナガラモ廣キ

心ゾ

夫レヨリ都二上,師 ノ方へ往,拜 禮ヲナシテ

事終 リヌ。師問テ曰く,イ マダ見識替ルコト

無シヤ,否 ヤ。吾レ答テ云ヤウハ,如 是如是

ト云テキセルヲ以テ虚空ヲ打。師云,汝 ガ見

タル處ハ有ベカ・リノ知レタコ ト也。譬ヘヲ

以テ云ハン。佛説二盲人ノ象ヲ見タルガ如ク

ニテ,或 ハ鼻ヲ見,或 ハ足ヲ見,或 ハ尾 ヲ見

ル ト云ヘ ドモ,全 躰ヲ見ルコ トアタハズ。自

性ハ萬物ノ親 ト見タル處ノ目が殘リ有リ。自

性 ト云フ物 目ナシニテコソ有 レ,其 ノ目ヲ今
一度離レ來 レト云フ。夫 レヨリシテ又晝夜枕

ヲクダキ工夫シ侍 リシニ,或 時二夜半二成テ
クタビレ

草臥フシケルガ,夜 モ明ケケレドモ,夫 レヲ

モ知ラズ臥シ居 タルニ,後 ノ森ニテ雀鳴聲聞

ケバ,我 ガ腹 ノ中ハ大海ノ中ノ靜々タルニ似

テ如青天。其時雀ノ聲ハ大海ノ靜々 ト波ノ靜

ナル處二,鵜 ノ鳥 ガ水 ヲ分テ入ルガ如 シ。

コ ・二於テ忽然 トシテ自性見識ノ見ヲ離レ得

タリ。
アカゴ

呑盡ス心モ今ハ白玉ノ赤子 トナリテホギヤ
コエ

ノー音

夫ヨリシテ後ハ自性ハ大ナルコトモ萬物ノ親

ト云コ トモ思ハズ,迷 ウタ トモ思ハネバ亦タ

覺メタトモ思ハズ。飢テハ食ヲクライ,カ ッ

シテハ水ヲ呑 ミ,春 ハ霞ニコモル華ヲ見,夏

ハ晴ユク空二青々タル緑を詠メ,暑 氣甚シケ

レバ水ヲ樂 ミ,稲 葉ノ露二月ヲシタヒ,萩 ノ

下葉色ヅクヨリ紅葉ノ氣色ヲ詠メ,木 ノ葉ニ

カ ・ルウス霜 ヨリ變 リ變リテ雪 トナル。實ニ

ー念二移 リ往ク其有樣ヲ觀ズレバ如何樣赤子

トモ云ツベシ。自性ノ大ナルコ トヲ問ルル ト

云ヘ ドモ大小ノニツニ心無レバ云フベキ事ハ

尚知 ラズ。

春霞衣替ナル夏山モ紅葉ハチリテ雪ハフリ

ツ 丶

正月廿三 日會 梅 岩

『石田先生語録』から

梅岩は己れの体験に並々ならぬ確信 を持っ

ていた。このことは 『石田先生事蹟』の中に

「……師病重 り
,終 らんとしたまふ時,師 曰

く,自 註を加へし書 どもを,授 与ふべ しとあ

りければ,先 生ほしからず と答へたまふ。師

曰く,い かがしてほしからぬぞと問給ふに,

先生対へて,わ れ事にあたらば,新 に述ぶる

なりとのたまひければ,師 大いに歎美 したま

ひしとなり」と書かれている。

師とは先の引用に出る小栗了雲のことであ

る。了雲について,『石田先生事蹟』の附録

に手島堵は次のように記す。

「了雲老師,姓 は平,族 は小栗,名 は正順,

了雲と号 し,一 に海容軒と稱す。某候の大夫

た り。故ありて致仕 して京師に隠れ居玉ふ。

嘗て性理の蘊奥を究め,且 つ釋老の学に通 じ,

生徒に教授 し玉へ り。享保十四年巳酉冬十月

十九日,卒 し玉ふ。享年六十歳。平安京極四
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條の衛,永 養寺に葬ると云 ふ。」

なお,著 者不明の 『莫妄想』は小栗了雲に

よるもの,も しかすると了雲 と梅岩の対話か,

またはそれに先行するもので答者は了雲と考

えることも可能であろう。小栗了雲は黄檗宗

の禅 を修めた居士と考えられている。黄檗禅

は承応三年(1654年)日 本にもたらされたが,

それがもたらした明代文化の刺激が,新 しい

町人の倫理を説 く梅岩を生む機縁に,幾 分で

もなっているか否かは今後の課題として問題

にすべ き点であろう。このことは黄檗の僧で

あった鉄眼の活躍とも,そ の誘因は共通する

のかも知れない。

『都鄙問答』の中で,或 る禅僧が十五年ほど

座禅をしたがまだ見性できないのに,心 易 く

自性を知 ったと言うのは,「紛レ者二違ハナ

シ」 と言ったというのに対 して,梅 岩は 「汝
タ ラズ

物 語 ノ僧ハ,未 徹 ノ僧 ナ レバ云二不足。」 と

一言 の下 に しりぞ けているこ とか らも知 られ

る。 さらにつ"け て 「信心不及 ノ所 ヨリ,無

益 ノコ トニ十五年 ノ間,精 神 ヲ費ハ惜 哉」 と

述べ ている。

またこのことは,同 じく 『都鄙問答』 の中

での次 の問答か らも知 られる。

日。天人ハー トハ聞 ドモ,我 モ天地 トー致

ナルコ ト落著 シガタシ。汝ハ此理 ヲ知 レリヤ。

會 テ不得心 ノコ トハイハ レマ ジキガ,如 何 ナ

ルコ トゾヤ。

答。書 經大誓 二日,厂 天覗 自我民覗。天聽

自我民聽」 トアリ。天 ノ心ハ人ナ リ。人 ノ心

ハ天ナ リ。此故二古今 二通 テーナ リ。汝今物

語 ノ相手ハ誰 ゾヤ。

日。對 シテイフハ汝ナ リ。

答 。我ハ萬物 ノーナ リ。萬物ハ天 ヨリ生ル

ル子 ナ リ。汝萬物二對セズシテ,何 ニ ヨツテ

心 ヲ生 ズベ キヤ。是萬物ハ心 ナル所ナ リ。寒

來 レバ身屈 シ,暑 來 レバ身伸,寒 暑ハ直二心

ナ リ。熟 シテ工夫 アルベ シ。

日。段 々ノ説 ニテ,天 人一致 ト性善 ノコ ト

ハ,耳 ニハ聞 ドモ心ニハ得 ズシテ,少 シモ面

白味 ヒノ不 出ハ,如 何 ナルコ トゾヤ。
ヨキトビカナ

答。 能問哉。徒 然草 二,「 傳 聞學 ンデ知 ル
カクノゴ トク

ハ眞ノ知 にアラズ」 ト云。今汝 如 斯 キ コヘ

タルヨウニ思ハル ・トモ,未 實知 にアラズ。

是 ヲ以 テ味ナ シ。性 ヲ知 リタシ ト修行 スル者

ハ,得 ザル所 ヲ苦 ミ,「 是 ハイカニ コレハ如
クルシム

何 二」 ト,日 夜朝暮二 困 ウチニ,忽 然 トシ

テ開タル。其時 ノ嬉サ ヲ喩 テイハ ・",死 タル

親 ノ蘇生,再 ビ來 リ玉フ トモ其樂ニモ劣 マジ。

昔 ヨリ重荷 ヲ持 シ山賤 ノ息杖懸テ休 タル ヲ,

安 樂 ノ至極ナ リ ト畫傳 シ。其人ハ豁然 ト開 タ

ル此樂 ヲ不知者ニテ有ツラ ン。我二至極 ノ樂

ヲ畫 ト望人 アラバ,豁 然 トヒラケ ツ ・手 ノ舞

足 ノ蹈所 ヲ忘 シ者 ヲ畫 ベ シ。 此所 ヲ傳 日,

「豁然貫通焉
,則 衆物 之表裏精粗無不到」 ト。

扨 コノ所ハ,我 心 ヲ盡 ホ ドホ ドニ嬉サチ ガフ

ナ リ。年久 シク如何如何 ト思 フ所 ヨリ,忽 然

トシテ疑 ヒ晴ル コ トア リ。然ルニーケ月 ヤニ

ケ月 二疑 ヒヲ起 シ,是 二於 テモ彷彿 ト開クコ

トア リ トイヘ ドモ,喜 コ ト少 シ。少 キユヘ ニ

勇氣 出ズ。又信心堅固ニシテ入立時ハ,假 令

辻 二立テナ リ トモ,此 味ヒヲ世二傳へ殘サ ン

ト思 フ勇氣モ出ルナ リ。我文學 ノ拙 キ恥 ヲ知

ラズシテ,如 斯謂散スハ,實 二鄙夫 トイフベ

ケ レ ド,我 志 ヲ述 ンタメナ リ。

『都 鄙問答』 か ら

梅岩の人柄については,後 に江戸に心学を

伝えた慈恩尼兼葭(1716～1778)の 『道得問

答』の己れの開悟のプロセスを述べる部分が

最 も意をつ くしているので,そ の一部を引用

しておこう。

ある人來 りて,『堺町六角通下る所に,石

田勘平と申す儒者あり。世上稀人にて,無 縁

の講釋 し,人 を正道に導 き給ふ人な り。』 と

いふ。我これによつて,ま ゐりて見れば,朝

講は,論 語等,夜 講には,山 姥の謡のか うし

やく,至 つて有難き意味合,中 々窺がたき所
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あ り。常ならぬ人の様に思ひ,近 附にな り,

打入つて,行 跡の様子を窺ひ見れば,い かな

る大聖,賢 人も此上は在るまじくとぞんじ,

此人にたより,教 により,修 行 し見れども,

我等ふつ ・かにして,中 々,こ れぞと落着 し

がたし。

我思ふは,是 程徳のぞなはりたる仁,何 國

にあるべ くや。此所にて取得ずんば,一 生自

性 を得る事,あ るまじくとおもひ,堺 町姉が

小路上る町木村平助と申す人,其 節,石 田先

生の門弟也。此座敷を取仕切 り是にて修行い

たすべ きよし,平 助夫婦もろ共,進 め申すに

まかせ,二 畳半のざしきに取籠 り食を断ち,

はんぎりに水をくませ,畫 夜,水 をあび,工

夫いたし,心 を盡 し候所,身 もつかれ,ば う

ぜんとして居たるとき,そ よそよと吹來 る風

に,思 はず我身を驚かす所にて,古 今變滅に

あつか らず,全 體そのま・の我なる事を,ほ

うほつ と知る所あ り,在 難 き事 も,面 白き事

も,此 上なき事,決 定せ り。大高恩の父母は

我身にそうて,諸 共に守の神と成 りたまふ,

親の心を,眼 前に拜する事のありがたさは,

骨髄に徹 しけり。

一心の門を開けば,法 界の草木國土,佛 と

いふ も面白く,柳 はみどり,花 は紅,お のれ

おのれが法をとく,實 に面白き,天 の氣 しき

かな。信心堅固に,修 行の功積 りて,忽 然 と

ひらくことあらば,暗 夜の忽に明け,一 天照

然 として,明 かなるがごとし。

『道得問答』巻一から)

すでに石川鎌氏が 『石門心学史の研究』の

中で述べ るように,梅 岩 は蕃山の 『集義和

書』に親 しんでお り,そ の立場には共通する

ものがある。

蕃山は 『源氏物語』に親 しみ,神 道につい

ても先に引用 したように述べているが,梅 岩

は 『和論語』 と 『徒然草』を重視する。

『石田先生事蹟』によれば 「常に説 き給ふ書

は,四 書,孝 経,小 学,易 経,詩 経,大 極図

説,近 思録,性 理字義,老 子,荘 子,和 論語,

徒然草等」であった。

『和論語』の神明部へのキリシタンの影響に

ついては,本 研究(1)で すでに述べたが,

これも 『心学五倫書』の天道の場合と同じよ

うに(そ の説明は省略 したが),キ リシタン

の教義に接 してその内包をより豊かにしたと

言えよう。このことは内清浄についてとくに

言われよう。

梅岩 は若い頃には神道の伝道 を志 し,「若

聞人なくば鈴を振 り町々を廻 りて成 とも,人

の人たる道を勧めたし」 と願ったことが 『石

田先生事蹟』に記 されている。

『都鄙問答』出版後,そ れを読んで梅岩 を訪

ねた熊本の六所明神の神官 ・行藤保之がはじ

めて梅岩を訪ねた時の記録が 『石田先生語

録』に記されているので,そ の一部を引用 し

ておこう。この部分は 『石田先生事蹟』にも

引用されている。

行藤氏問 日,心 ト性 ト異 リヤ。

先生 日,心 トイヘバ性情 ヲ兼,動 靜體用 ア リ。

性 トイヘバ體 ニテ靜ナ リ。心ハ動 テ用 ナ リ。

心 ノ體 ヲ以テイハ ・"性二似 タル所 ア リ。心 ノ

體ハ ウツルマデニテ無心 ナ リ。性 モ亦無心 ナ

リ。心ハ氣二屬 シ,性 ハ理二屬ス。理ハ萬物

ノ中ニ コモ リ顯ル ・コ トナシ。心 ハ顯 レテ物

ヲウツス。又人 ヨリ云 トキハ氣ハ先 ニシテ性

ハ後ナ リ。天地ノ理 ヨ リ云 トキハ理 アツテ後

二氣 ヲ生ズ。全體 ヲ以 テ云 トキハ理一物 ナ リ。

理 ノ萬物 ノ中にアツテ顯 レザル コ トヲ譬 テイ

ハ ・",道 元和 尚ノ歌二,世 ノ中 ヲ何 ニタ トヘ

ン水鳥 ノハシフル露ニヤ ドル月カゲ,如 是其

ハ シフル露 ノ飛 カブ微 塵 ノ中ッデモ咸 ク月カ

ゲ ノウツル如 ク,理 ハ見ヘズ トイへ共,中 ニ

ソナハル ヲ以テ知 ラルベ シ。我性 ヲ覺悟 シテ

見 レバ神 ラシキモ ノモナ ク,大 極 又佛 ラシキ

モ ノモナシ。因テ此性 ヲ會得ス レバ儒老荘佛,

百 家衆伎 トイへ共,皆,我 神國 ノ末社 ニアラ

ズ ト云 コ トナシ。或書二 日,日 本一面 ノ神國
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トイヘバ廣 フシテ狭 シ。微塵 ノ中ニモ神 國ア

リ トイハ ・"狭クシテ廣 シ。

行藤氏喜意諾ス,彼 歌 ヲ寫ス。(以 下略)

『石 田先生語録』か ら

梅岩の神道についての考えは,唯 一神道の

影響を受けているといわれるが,必 ず しも明

らかではない。また蕃山の影響 を大 きく受け

る。

梅岩の書いたものを,門 人の手島堵庵や,

さらに後継者の心学道話と比較すると,そ の

体験の確かさに大きな違いが感ぜ られる。

石門心学については,さ らに多くのこと,
かけはし

とくに鎌田柳泓 について,『心学奥の 桟 』

の中の感応についての説明や,儒 教における

神の問題を考える際の彼独特の 〈空語〉とい

った言葉についても述べてみたかったが省略

せざるを得ない。なお柳泓の 『道のこだま』

は,心 学のカテキズムとも言えるもので,現

代にまでも通ずる日本人の特徴 を過不足なく

示す。

『洗心洞剳記』と 『言志四録』から

大塩平八郎の乱で知られる,幕 末の著名な

陽明学者 ・大塩中斉(寛 政七年 ・1795～天保

八年 ・1837)の 『洗心洞箚記』 と,中 斉 より

先輩でお互いに文通のあった佐藤一斉(安 永

元年 ・1772～ 安政六年 ・1859)の 『言志 四

録』から,本 稿に関係のあるい くつかの部分

を引用 しておこう。なお一斉は幕府の儒官で

あったが陽明学に詳 しく陽朱陰王と言われた。

中斉の 『洗心洞剳記』の冒頭の二節は次の

ごとくである。

天は特に上に在る蒼蒼たる太虚のみならざ

るなり。石問の虚,竹 中の虚と雖も,亦 た天

なり。況んや老子云ふ所の谷神をや。谷神 と

は人心なり。故に人心の妙天と同じ。聖人に

於て驗すべ し。常人は則ち虚を失ふ,焉 んぞ

之を語るに足らんや。(原漢文)

躯殻外の虚は便ち是れ天なり。天は吾が心
ほうがん

なり。心は萬有を葆含すること,是 に於て悟

るべ し。故に血氣ある者は,草 木瓦石に至る

まで,其 の死を視,其 の摧折を覗,其 の毀壊

を視れば,則 ち吾が心を感傷せ しむ。本と心

中の物たるを以ての故なり。若し先づ慾あつ
ふさ

て心を塞げば,則 ち心虚にあらず。虚にあら

ざれば,則 ち頑然たる一小物にして,而 て天

體にあらざるなり。便ち骨肉と既に分隔 し了

る,何 ぞ況其の他をや。之を名つくるに小人

を以てす,亦 た理ならずや。(原漢文)

『洗心洞箚記』から

この大虚 についての考 えは,張 子の 『正

蒙』や王陽明の 『伝習録』の言葉を受けるが,

直接的には,蕃 山の考え(蕃 山の理論的考え

を示すものとして引用 したもの)を 受けてい

ることに気づかれよう。

佐藤一斉の 『言志録』は40歳代はじめから

十一年間ほどに,『言志後録』は50歳代の後

半か ら10年間ほどの問に,『言志晩録』は60

歳代の終 りか ら12年間ほどの間に,『言志耄

録』 は79歳から書かれた。そこには当然のこ

とながら内的深化があろうが,同 時に高齢化

の著 しい現代にとって,今 迄は余り注意され

なか ったアドバイスが見出される。(と くに

『言志耄録』の後半部分に)

今回は,一 斉の内的観照や感応についての

記述だけを引用するにとどまる。

深夜闇室に獨坐すれば,群 動皆息み,形 影

倶に泯ぶ。是に於て反觀すれば,但 々方寸の
けいぜん

内烱然として自ら照す者有るを覺え,恰 も一

點の燈火闇室を照破するが如し。認め得たり

此れ正に是れ我が神光靈昭の本體を。性命は

即ち此の物,道 徳は即ち此の物,中 和位育に

至るも,亦 只々是れ此の物の光輝,宇 宙に充

塞する處なり。(原漢文)『 言志録』か ら
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物 ・我の一體たるは,須 らく感應の上に就

いて之を認むべ し。淺深有 り。厚薄有 り。自

ら誣ふ可からず。察せざる可からず。

(原漢文)『 言志晩録』から

書室の中,机 硯書冊より以外,凡 そ平生便

用する所の物件,知 覺無 しと雖 も,而 も皆感

應有 り。宜 しく之を撫愛 して,或 は毀損する

こと莫かるべ し。是れ亦愼徳の一な り。

(原漢文)『 言志晩録』から

端坐 して内省し,心 の工夫を做すには,宜

しく先づ自ら其の主宰を認むべきなり。省す

る者は我れか。省せ らるる者は我れか。心は

固と我れにして,躯 も亦我れなるに,此 の言

を爲す者は果して誰か。是れを之れ自省と謂

ふ。自省の極は,乃 ち靈光の眞の我れたるを

見る。(原漢文)『 言志耄録』から

『言志四録』は
,幕 末から明治にかけて,武

士の修養書 として広 く読まれた。西郷隆盛が,

その中から百一則を手抄 し,己 れの修養に資

したことはよく知られている。

一斉の 『伝習録欄外書』は三輪執斉の 『標

注伝習録』 とともに,日 本人の手になる重要

な 『伝習録』注解書である。体験重視の一斉

の立場は,幕 府の儒官でありながら,陽 朱陰

王 とよばれた由縁であ り,ま たこのことは,

朱子学以外が禁ぜ られた清朝や李子朝鮮の場

合 とは異る,江 戸時代の特徴でもある。

なお一斉は87歳 という当時としては極めて

長命であった。没年の安政六年には吉田松陰

が刑死 し,ま た坪内逍遙が生れており,ま さ

しく江戸時代の終 りを代表する儒家であった。

江戸時代の日本人の手になる儒学の著書は,

多 くは漢文で書かれているため,ギ リシヤや

ローマの古典よりも(た いていは翻訳で読ま

れるので)な じみが薄 くなっているが,蕃 山

の言う時処位の少なくも処位と,ま た相当程

度に時にも相応するので,現 代人にプラスす

る所は大きい。このことは,は じめにもふれ

たが,エ ピクテー トスなりマルクス ・アウレ

リウスなどの後期ス トア派が,啓 示的宗教を

受けいれにくい現代人に歓迎されるのと同様

である。

おわりに

「x体験の研究 ・心学における場合」 という

大 きなテーマをか ・げなが ら,熊 沢蕃山の

『集義和書 ・外書』についての時処位から見

た若干の説明と,石 田梅岩については開悟の

体験についての記述の引用にとどまった。

心学 といって も,陽 明学と石門心学という,

関係はあるが異質な ものについて述べたので,

(梅岩 自身は蕃山の影響 をかなり受けている

が)2回 に分けるべきであったろうか。

た"文 教大学では,明 年度(1990年)4月

から新たに国際学部が設けられ,筆 者 もそち

らへ移るので,x体 験の研究シリーズも今回

で終了することとなる。このシリーズでは,

原資料の提供を主としたので説明はほとんど

省略 した。他日,解 説を加え公刊する機会を

得たいと考えている。新学部の紀要では,個

別的テーマについて考察をつ"け たい。

使用テキス トー覧

1『 和論語』十巻,寛 文九年版,筆 者所

持のものはその新刷。活字本は勝部真

長 『「和論語」の研究』至文堂,1970

年刊,こ の中には解説とともに全文が

収められている。

H『 翁問答』については各種の活字本が

ある。『藤樹先生全集 ・第皿冊』藤樹

神社創立協賛会編纂,1928年 刊には慶

安2年 本 と3年 本とを上下に対照 して

印刷 している。岩波文庫 『翁問答』

1936年刊は慶安三年版 『日本思想大系

29・ 中江藤樹』岩波書店,1974年 刊は

同じく慶安三年版による。一般に慶安
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三年版が最もよいとされる。なお筆者

所持のものは慶安四年版で,同 版は三

年版に基づ く。 なお 『日本思想大系

29』 の中の説明に,四 年版 に 「改正

篇」が付されていないように書いてあ

るのは誤 りである。その他に有朋堂文

庫 『中江藤樹文集』1914年 刊に所収の

ものなど。

皿 『集義和書』『集義外書』については,

『熊沢蕃山全集』蕃山全集刊行会1940

～1943 ,の1巻 と2巻 に収められてい

る。1巻 所載の 『和書』は初版 と二版

が上下に印刷 されている(『和書 ・外

書』についてのリプリントは 『日本教

育思想大系 ・熊沢蕃山』(上下),日 本

図書セ ンター,1979に 所収)。 筆者所

持の ものは流布本 ・ 『集義和書 ・外

書』各16巻,各5冊,計10冊 の新刷。

流布本 ・三版本の 『和書』巻三の返書

略の冒頭に 厂太虚は理のみ也。いへば

た 一一気な り。理 は氣の徳な り。」 と

あるのに対 して,初 版本,二 版本では

厂理氣のみな り。(以下同文)」とするの

に注意。全集本は第二次大戦中の出版

で天皇関係の記事にカットや伏字が多

い。伏字のない全集の刊行が待たれる。

『和書』のみは多数あり,有 朋堂文庫,

1913年刊や 『日本思想大系30・ 熊沢蕃

山』1971年 刊 などがある。後者 には

『外書』はないが,二 版本ではぶかれ

た初版本 の部分が収められる。 また

『大学或問』 は上記の 日本図書 セン

ターの リプリン ト本および上記 『岩

波 ・日本思想大系』にも収められてい

る。

IV『 都鄙問答』 については,『石田梅岩

全集』(上 下)清 文堂出版,1972年 改

訂再版の上に所収,本 文は元文四年版

により,欄 外 に書入本からの書入を

か ・げる。筆者所持のものは天明入年

再刻本の新刷。

活字本としては岩波文庫 『都鄙問答』

1935年 刊。『日本文学大系97・ 近代思

想家文集』岩波書店,1966年 刊のもの

など。

『石田先生語録』は原本と影寫本(自

筆原本の上に薄紙を直接あてて書寫 し

たもの)が 残されてお り,全 集本は後

者によっている。『石田先生事蹟』 は

上記全集本等に所収。『日本思想大系

42・石門心学』岩波書店,1971年 刊に

は 「語録」(抄)が 載せられている。

慈恩尼兼葭の 『道得問答』(四 巻),天

明九年刊は,加 藤咄堂監修 『心学道話

全集』(全 六巻)忠 誠堂刊の第五巻,

1928年刊によった。この全集本には,

上記 『石田先生事蹟』ほか主要な心学

道話が多数収められている。

W『 洗心洞剳記』は天保六年刊による。

筆者の所持のものはその新刷。同書に

は 「附録抄」が付され,佐 藤一斉から

大塩中斉への書簡などが収められてい

る。この附録抄の中斉の事跡について

の部分に伏字が多い。幕府の治政に関

する部分である。

活字本としては 『洗心洞剳記』(岩 波

文庫)1940年 刊,ま た 『日本思想大

系 ・46,佐 藤一斉 ・大塩中斉』岩波書

店 ・1980年刊がある。同書には 「附録

抄」はない。

皿 『言志四録』については,筆 者所持の

ものは 『言志録』文政七年刊,『 言志

後録』弘化三年刊,『言志晩録』嘉永

三年刊,『言志耄録』嘉永七年刊。

活字本は多いが 『言志四録』(岩 波文

庫)1935年 刊,上 記の 『日本思想大

系 ・46』所収のものなど多数がある。

IXし ばしば参考とした石川謙著 『石門心

学史の研究』は岩波書店,1928年 刊。
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